
自分の思いや考えと比べながら読もう 「風切るつばさ」

~リレートークをしよう~

三原市立三原小学校石下佳奈

1 実践の趣旨

4月に実施した標準学力テストの結果はどの領域もほぼ全校平均と同じだ、った。「読むこと」において

は，全国比 106と他領域よりも高かった。読解においては，個人差が大きく，作品について内容を読み

取ったり，自分の考えを持ったり，自分の考えを表現したりすることが苦手な児童がいる。全体的に読書

活動が好きで，好きな本を交換し合い，読書タイムには全員が集中して読書をすることができる。

2 実践の概要

(1)単元名 自分の思いや考えと比べながら読もう 教材「風切るつばさJ(東京書籍 6年上)

(2)単元の目標

0表現を味わいながら，作品に描かれた心情や情景を読み取ることができる。

Oリレートークに興味をもち，自分の考えをもってまとめようとしている。

(3)手立て

・登場人物の心情や行動を「自分だ、ったらJr作者の伝えたいことJの2つの視点から読み深め，ワークシ

ートに記入させる。さらに交流後，自分の読み取りの変容を記入していくことで自己内対話を図る。

・リレートークの視点について各自が考えたことを交流することによって読みの深まりを図る。

(4)指導計画

「自分だ、ったらJr作者の伝えたいことj

をワークシートに書く。
自己内対話(対象化)(典型化)

「心に一番残った場面Jr最も重要だ 自己内対話(対象化)(典型化)

と考える文」を書き出す。

叙述をもとに，理由を考える。 児童間交流(読みを深める)

主題を考える。 児童間交流・自己内対話(典型化)

二つの作品を比べて読む。

(典型化)

1活動目標 j リレートークをする。



(5)授業の様子

まず，自分で書き込みをしながら，本文の内容を読み取って

いった。そして，それをもとにテーマに沿って交流を行い，読

みを深め，さらに自分の考えに返して，つけ加えや考え直しを

行っていった。

叙述に対して，自分だ、ったらどうするかとしづ対象化
した読みをしていき，記入していった。

「傷ついている友達を助けず，味方もしなければ，そ
の友達はもっときずついてしまう。Jr言葉の暴力一つ
で，人は気力を失い飛べなく(生きられなくなって)しま
う。」など，叙述を自分たちの友達関係に反映させて，
作者からのメッセージと受け止めて記入している。自己
内対話で気がついていなかった部分についても，交流
後，つけ加えている。

「友情」をテーマにし

てリレートークをするこ

とで，より様々な形の友

情の形を紹介しあった。

その友情の形を自分の日

常生活や友人関係に返し

て，振り返る児童もいた。

子ども達は本から伝わ

ってくるメッセージをし

っかり受け止めて， 自分

の活動に生かしていた。
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を対話させながら読み進めていくことで，登場人物の心情にせ

を考えることで情景描写にも目を向けて作品を読み進めていく

「リレートークJでは， r風切るつばさ」と自分が選んだ本を比べな

たくさんの友情の形を擬似体験したり自分の友達関係に返したりし


